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	「モデル化とシミュレーション」を題材に問題解決型学習の授業実践を行った。その実践を報告する。

また、次期学習指導要領編成に向けて、ルーブリックやパフォーマンス評価などの新しい評価法が求め

られている。問題解決型学習において、それらの評価法を活用した。その実践について報告する。本発

表は、国立教育政策研究所の教育課程研究指定校事業に指定され、平成 28年度・29年度の 2年間にわ
たり取り組んでいるものである。 

 
1. はじめに 
本実践では、平成 28 年度に国立教育政策研究
所の教育課程研究指定校事業の指定を受け、「問題

解決型学習の指導と評価」について取り組んだ(1)。 
問題解決型学習の指導とその評価方法について

の概要を示す。この学習を通して、生徒の思考・

判断・表現や関心・意欲・態度、自己肯定感など

について効果があることがわかった。 
 
2. 現状における課題 
現状の学習課題として、筆者の所属校のみなら

ず全国的にも次の 4点のものが挙げられている。 
1 点目として、教科の学習で習得した知識や技
能を、「どのように使うか」という思考・判断・表

現する学習が不十分であると指摘されている(2)。 
2点目として、次期学習指導要領編成に向けて、
「情報の科学的な理解に基づいて」授業を行うよ

う再編が行われている。単に授業を行えばよいの

ではなく、1点目に挙げた課題を解決するために、
「問題解決のプロセスを通して」授業を展開する

ことが求められている(3)。 
3 点目の課題として、学習を通して、社会にお
いて活躍するための汎用的能力の育成が求められ

ている。学習の成果として、中央教育審議会にお

いて示された「育成すべき資質・能力」を生徒に

身に着けさせることだけではなく、「コミュニケー

ション能力」や「創造性とイノベーション」など

21世紀型スキルなど、国内外からさまざまな汎用
的能力の育成について求められている(4)。 

4 点目として、3 点目に挙げた汎用的能力の評
価方法について、検討されている(3)が、実践が不

十分であることが挙げられる。評価方法として、

パフォーマンス評価・ポートフォリオ評価・ルー

ブリックなどが多くの教科で実践されているが、

普及の面では不十分である。 
平成 28年度・29年度に、筆者の所属校は国立
教育政策研究所教育課程研究指定校事業として指

定校になり、実践研究に取り組んだ。 

 
3. 問題解決型学習の指導 
3.1 問題解決型学習の要件 
次期学習指導要領編成に向けて、情報科におけ

る学習プロセスが例示されている。これからの学

習は、単なる一斉授業ではなく、「問題の発見」、

「解決の方向性の決定」といった問題解決の過程

を通して、生徒が「知識・技能」を習得するとと

もに「思考力・判断力・表現力」、「主体的に学習

に取り組む態度」を育成していくものであるとさ

れている。その際に必要となる学習の要件を表１

に示す(5)。 
 

表１ 問題解決型協働学習の要件 
要件１：情報や情報技術の知識・技能を活用すること 
要件２：社会等の問題を扱い、情報社会に参画する態度	

を養うこと 
要件３：社会等の問題に適用するための思考を伴うこと 

 
3.2 問題解決型授業の実践 
筆者の所属校において、実践した授業の概要を

示す。 
ア	 科目・学年	 「情報の科学」・3年生対象 
イ	 単元名	 「モデル化とシミュレーション」 
ウ	 実施時期	 11月〜12月 
エ	 生徒に提示した課題 
	 	「数的な検討が必要である問題に対し、モデ

ル化とシミュレーションを行い、解決法を検

討しなさい」 
オ	 生徒が行った問題解決の例 
	 	 「湖に外来魚を放流した際の在来魚と外来魚

の個体数の変化と在来種を守るための方策」 
	 	 	 生徒が一連の問題解決の過程をまとめたス

ライドの一部を図 1に示す。 
カ	 教員の指導 
	 	 	 生徒が「問題の発見」や「解決の方向性の

決定」などを行ったり、「シミュレーション」

を行ったりした際に、話が進まなくなってい



 

たり、方向性を見失ったりした際にファシリ

テーターとして、生徒の議論が進むように助

言を行った。 

 
図１ 生徒による問題設定とシミュレーション 

 
4. 問題解決型学習の評価 
4.1 問題解決型学習の評価法 
	 次期学習指導要領編成に伴い、主体的で対話的

な深い学びを実現するための評価方法として、「パ

フォーマンス評価」、「ルーブリック」、「ポートフ

ォリオ評価」など多様な評価方法が検討されてい

る。本実践をとおして、これらの評価法の取組に

ついて次節から概要を示す。 
 
4.2 パフォーマンス評価 
	 本実践において、パフォーマンス評価に取り組

んだ。パフォーマンス評価とは、知識やスキルを

使いこなすことを求める評価法である。パフォー

マンス課題は、3.2 節のエの項で示したものであ
る。この課題に取り組むことを通して、「グループ

での話し合い」、「シミュレーションの計画・実施・

報告」、「プレゼンテーション」などのパフォーマ

ンスを生徒が表出させることができる。それに基

づいて、教員の立場でも生徒の自己評価(Self 
Assessment)も、その時に応じ評価(Assessment)
を行うことができる。 
 
4.3 ルーブリックの活用 
	 ルーブリックとは、レベルに対応するパフォー

マンスの特徴を示した評価基準表である。ルーブ

リックを活用することにより、評価を行うことが

できるとともに、評価を示すことにより生徒が学

習する際の指針とすることができる。 
 

表 2 授業実践で使ったルーブリック（一部抜粋） 
観点 評価Ａ 評価Ｂ 評価Ｃ 

問題設定 
（関心・意欲・

態度、思考・判

断・表現） 

自分たちで考え

た問題にシミュ

レーションを適

用した 

プリントの問題

の通りシミュレ

ーションした 

授業でのシミュ

レーションをそ

のまま再現した 

 

4.4 ワークシートによるポートフォリオ評価 
	 ポートフォリオ評価とは、生徒の学習過程など

の記録等を集積し、成長過程や到達点、今後の課

題を示すものである。本実践においては、特に「思

考・判断・表現」についての育成を図る観点から、

それらについての記録を集積できるよう、記述項

目について工夫した。 

 
図 2 思考・判断・表現した内容に基づく生徒の記述 
 
5. 問題解決型学習による効果 
	 本実践を実施する前後で、生徒の変化をアンケ

ートにより調査した。図 3には思考・判断・表現
についての変化として、学習内容と社会的な事象

との結びつきについての意識変化の結果を示す。

同様に、関心・意欲・態度や自己肯定感などに効

果があった。 

 
図 3 思考・判断・表現に関する生徒の変化 

 
6. おわりに 
	 本実践をとおして、問題解決型学習を行い、そ

の評価に取り組んだ。ポートフォリオを適時に記

録することにおいて課題が残った。 
	 平成 29 年度においては、問題解決型学習の課
題の違いによる生徒の変化の違いと、より効果的

な評価方法の活用について研究を進めている。 
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